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何年後も今のように楽しい御宿でいられたらいいなと思い描きました。
綺麗な海岸を守っていきましょう！

【イラストへの想い】
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３
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年
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菜
さ
ん
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町の決算の状況は
ホームページで公開されています。

  ☞

コロナ対策に重点を置いた
令和３年度決算を認定

　町の予算が適正・効率的に使われたか慎重に審議した結果、
全ての会計の決算を認定しました。
　今回は、議会が注目した事業をはじめ町の財政状況を示した
決算内容をお伝えします。

町税
８億 6,562 万円

分担金及負担金、
諸収入など
８億 7,213 万円

地方譲与税及び各種交付金
２億 7,063 万円

地方交付税
15 億 7,011 万円

国庫支出金
６億 9,130 万円

県支出金
２億 4,137 万円

町債
１億 7,408 万円

46 億
8,524 万円

歳入

町民税、固定資産税など
皆さんから納められた税金

国や銀行等から借りたお金

寄附金や繰入金、
使用料・手数料など

国からの補助金など

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されたお金

※決算額及び構成費、各計数は表示単位未満
を四捨五入したものです。そのため、積み上
げ合計が一致しない場合があります。

▲ワクチン接種会場にて受付場所の様子

住民税非課税世帯等への
臨時特別給付金の給付

新型コロナウイルスワクチン接種

7,105 万円

１億 401 万円
住民税均等割非課税世帯や新型コロナウイル
ス感染症の影響で家計急変のあった世帯に対
し、１世帯あたり 10 万円が支給されました。

保健センターや高齢者施設での集団接種が行
われました。

主

源
財依

自

源
財

存

37
%

63 %

令和３年度決算
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令和３年度決算

総務費
９億 819 万円

民生費
12 億 109 万円

衛生費
６億 3,165 万円農林水産費

7,035 万円

土木費
１億 9,916 万円

消防費
２億 5,910 万円

教育費
４億 2,260 万円

災害復旧費
652 万円

公債費
 ３億 5,017 万円

議会費
6,547 万円

42 億
6,720 万円

歳出

町債として借りた
お金の返済

介護や子育て
など各種福祉に
かかったお金

ワクチン接種や
ごみ処理などに
かかったお金

義務的経費

投資的経費

その他の経費

消防団第１分団詰所の建設工事

天神橋補修工事の
継続実施（高山田地先）

小学校トイレ等の改修工事や
中学校エアコンの改修工事

町民応援商品券発行

商工費
１億 5,290 万円

繰り越しとなっていた新型コロナウイル
ス感染症対策としての小中学校施設改修
工事を行いました。

5,883 万円4,539 万円

5,698 万円

3,469 万円

消防団の活動拠点とし
て新たに消防団第１分
団詰所が完成しました。

コロナ禍において
地域経済の活性化
を図るため、１人
あたり 5,000 円分
の商品券を配布し
ました。

高山田から大原台に抜ける道
に架かっている橋の補修工事
を３年間かけて完了しました。

その支出が義務付けられ、削減がきわめ
て困難な経費。（人件費、扶助費、公債費）

道路や施設など将来に残るものに支出され
る経費。（普通建設事業、災害復旧事業費）

義務的経費及び投資的経費以外の経費。
（物件費、補助費等、繰出金など）

性質別経費の状況は

３６．７％

　８．５％

５４. ８％

▲シャワー室が設けられ機能的になりました。

▲工事の様子

▲町民応援商品券
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ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
保
全
を

 

Q　
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
環
境
整
備
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
。

 

A　
昨
年
の
生
息
地
調
査
で
は
、
ミ
ヤ
コ

タ
ナ
ゴ
の
数
も
少
な
い
。
産
卵
床
と
な
る
二

枚
貝
の
生
息
も
年
々
厳
し
く
、
今
後
も
ミ
ヤ

コ
タ
ナ
ゴ
保
護
委
員
会
や
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保

存
会
な
ど
専
門
的
な
知
見
を
有
し
て
い
る
方

の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
保
全
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

町
債
借
り
入
れ
の
利
率
は

 

Q　
令
和
３
年
度
末
時
点
で
町
が
借
り
て

い
る
お
金
は
33
億
５
，４
０
４
万
１
，０
０
０

円
だ
が
、
今
ま
で
借
り
た
お
金
の
中
で
一
番

利
率
が
高
い
も
の
は
何
％
か
。

 
A　
平
成
６
年
に
上
水
道
事
業
で
借
り
た

利
率
が
４
．３
％
で
８
，２
５
０
万
円
。

収
入
未
済
額
の
対
応
を

 

Q　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額

７
６
８
万
６
，３
１
５
円
と
町
有
地
貸
付
１
，

０
９
２
万
３
３
１
円
は
、
何
年
度
分
が
ど
の

よ
う
な
理
由
で
累
積
し
て
い
っ
た
の
か
。

 

A　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額
は
、
現

年
度
分
が
８
件
で
過
年
度
分
が
10
件
。
町
営

住
宅
の
徴
収
は
、
分
納
誓
約
に
よ
り
持
参
い

た
だ
く
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。
所
得
の
状

況
に
よ
り
、
一
度
滞
納
す
る
と
整
理
ま
で
時

間
を
要
し
て
し
ま
う
の
が
実
情
で
、
生
活
困

窮
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　

町
有
地
貸
付
の
収
入
未
済
額
は
、
過
年
度

分
に
滞
納
が
あ
る
方
が
36
名
。
先
ほ
ど
と
同

様
、
生
活
困
窮
に
よ
り
納
付
が
難
し
い
方
が

多
く
い
る
。

　

今
後
臨
戸
徴
収
等
を
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

▲ミヤコタナゴ（役場庁舎内の水槽を撮影）

  Q ＆ A

事業効果を
　　チェック　決算審議の際には町政全般にわたり、数多くの

質疑がありました。
　その中から、いくつか掲載します。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は

 

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
何
人
の
運
営
体
制
な
の
か
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
の
接
種
日
は
何
日
間
か
。

 

A　
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
１
日
で
32
名
。
接

種
日
は
91
日
間
実
施
し
た
。

給
食
費
無
償
化
へ
の
考
え
は

 

Q　
こ
ど
も
園
・
小
学
校
の
給
食
費
は
、

無
償
化
あ
る
い
は
２
分
の
１
の
負
担
を
し
て

い
る
市
町
村
が
あ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

 

A　
全
体
の
費
用
の
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
約
２
，０
０
０
万
円
の
給
食

費
の
無
償
化
を
考
え
る
と
、
財
政
的
に
は
少

し
厳
し
い
と
考
え
る
。

令和３年度決算
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電
子
入
札
制
度
へ
の
参
加
は

 

Q　
千
葉
県
で
は
２
団
体
が
電
子
入
札
シ

ス
テ
ム
に
参
加
し
て
い
な
い
。
町
が
参
加
し

て
い
な
い
理
由
は
。

 

A　
令
和
３
年
度
に
例
規
の
整
備
が
終
了

し
た
た
め
、
模
擬
入
札
や
手
続
等
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
に
参
加
す
る
方
向

で
進
ん
で
い
る
。

来
年
度
の
予
算
の
考
え
は

 

Q　
来
年
度
の
予
算
を
ど
う
組
む
の
か
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

 

A　
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
地
域
経
済

の
活
性
化
に
手
を
打
っ
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
駅
裏
の
整
備
や
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
面
前
の
課
題
の
達
成
、
そ
し
て
第
５

次
総
合
計
画
を
立
て
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

▲アワビの種苗放流の様子

令和３年度決算

種
苗
放
流
の
取
組
み
は

 

Q　
ア
ワ
ビ
の
種
苗
放
流
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
の
か
。

 

A　
こ
こ
数
年
は
漁
獲
高
は
維
持
で
き
て

い
る
。
令
和
３
年
度
は
種
苗
が
育
た
ず
、
購

入
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
種
苗
の
量
が
減
少

し
て
し
ま
っ
た
。
外
房
ア
ワ
ビ
と
し
て
千
葉

ブ
ラ
ン
ド
水
産
物
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
付
加
価
値
を
生
か
し
な
が
ら
、
種
苗
放

流
を
継
続
し
確
保
し
て
い
く
。

 

A　
現
在
活
動
し
て
い
る
隊
員

は
３
名
。

　

企
画
財
政
課
で
は
、
S
N
S
の

発
信
と
移
住
定
住
・
空
き
家
対
策

の
２
名
が
活
動
し
て
い
る
。

　

現
在
、「
ふ
れ
あ
い
の
家
」
や

「
か
ぐ
や
」
に
定
期
的
に
顔
を
出

し
て
地
域
の
人
と
交
流
し
な
が

ら
、
色
々
な
情
報
を
耳
で
聞
い
て
、

現
地
を
自
分
の
目
で
見
て
、
発
信

し
て
い
る
。
も
う
１
名
の
隊
員

は
、
空
き
家
対
策
と
し
て
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
お
試
し
住
宅

の
運
営
を
担
当
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
稼
働
出
来
て
い
な
い
状
況

の
中
、
２
名
の
モ
ニ
タ
ー
に
体
験

し
て
も
ら
い
、
そ
の
う
ち
１
名
に

は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
使
用
す
る
体
験

も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

産
業
観
光
課
で
は
、
特
産
品
開

発
を
行
う
１
名
が
活
動
し
て
い

る
。「
レ
リ
ッ
シ
ュ
東
南
風
」
を

拠
点
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
開
発

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
人

た
ち
と
地
域
の
食
材
を
使
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
何
回
か
開
催

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
作
り

や
特
産
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。

▶
特
産
品
開
発
に
よ
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
、

　

サ
ヤ
ン
・
テ
ラ
ス
で
試
験
販
売
を
行
っ
て

　

い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

   
　
　
　
　
　    

状
況
は

 

Q　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状

況
や
進
み
具
合
は
。
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公営企業会計と特別会計とは…
　町は公営企業会計の水道事業会計と特別会計の国民健康保険特別会計、後期高齢者医療保
険特別会計、介護保険特別会計の会計があります。４会計はそれぞれの会計の収入で、その
事業の支出をまかなっています。

４つの会計決算を認定

水道事業会計

後期高齢者医療保険特別会計

「収益的収支」とは、町民への水道水の供給
に係る会計。「資本的収支」とは、水道水の
供給に必要な水道施設の整備に係る会計。

75 歳以上の方及び 65 際から 74 歳
で一定の障害のある方を対象に、
保険給付を行う事業に係る会計。

歳入総額　１億 6,942 万円
歳出総額　１億 6,899 万円

収益的収入及び支出
　　収入　２億 9,907 万円
　　支出　３億 2,315 万円

資本的収入及び支出

　　収入　1,161 万円　
　　支出　１億 446 万円

※収入が支出に対して不足する額は、 留保資金で補填しています。

令和３年度決算

介護保険特別会計
要介護または要支援状態にある方
を対象に、介護サービスの給付等
を行う事業に係る会計。

歳入総額　11 億 7,629 万円
歳出総額　10 億 3,155 万円

≪質疑応答≫
Q　不納欠損額（無資力・貧困や納付義務者
の死亡等の理由で未収金から除いたもの）は
何名が該当し、いくら処理したのか。

A　合計 31名で 87 万 8,030 円。
Q　該当者は、今後のサービスは受けられる
のか。

A　納税者と同様のサービスは受けられませ
ん。時効に到達した場合は後から納付が出来
ず、ペナルティを引きずっていくことになる。

徴収をさらに努力してください。
議会の

視点

国民健康保険特別会計
他の医療保険制度に加入されていない全て
の住民の方を対象に、保険給付を行う事業
に係る会計。

歳入総額　11 億 8,411 万円
歳出総額　10 億 9,446 万円

≪質疑応答≫
Q　不納欠損額の件数とその理由は。
A　合計 16 件。理由は納期限から時効に
到達したため。

徴収体制の強化を図ってください。
議会の

視点



7

町の財政健全度は？

　監査委員からの意見

令和３年度決算

一般会計
限りある財源を効果的に町民に還元するために、事
業を行った効果がどうであったか、改善点・反省点
をどう生かすか等を常に職員一人ひとりが意識し、
事業執行にあたってください。

水道事業会計
令和７年度予定の上水道の統合に向けて、現在様々
な協議がされていますが、引き続き安全安心な水の
供給と効率的な水道事業の運営に努めてください。

国民健康保険特別会計
被保険者が減少傾向にあり、国民健康保険税もそ
れに伴って減少していることから、可能な限り被
保険者の負担が軽減できるよう努めてください。

後期高齢者医療保険特別会計
今後も高齢化により被保険者の増加が見込まれるた
め、引き続き安定した財政運営に努めてください。

介護保険特別会計
介護予防事業は、町民の健康寿命の延伸はもとよ
り、保険給付費の抑制にもつながることから、今
後も町民に寄り添った事業実施に努めてください。

各会計における決算審査が行われました。審査の報告は以下の通りです。

町の財政状況が良好かどうかを示す指標として、健全化判断比率及び資金不足比率があります。
いずれも基準より下回っていますので、町の財政は健全といえます。

　　　　　    実質赤字比率　　　　　　　　　　　　   連結実質赤字比率

　　　　　   実質公債費比率　　　　　　　　　　　　  将来負担比率

実質赤字額が生じて
いないため
赤字なし

  ４．２％
国が示す基準

（25％）を下回って
いるため健全

資金不足額が生じて
いないため
赤字なし

１６．４％
国が示す基準

（350％）を下回って
いるため健全

一般会計の赤字の程
度を指標化したもの。

町の標準財政規模に
対して一般会計が負
担する公債費の程度
を指標化したもの。

　　　　　

　　　　　　資金不足比率 資金不足なし
事業の規模に対する
資金の不足額を指標
化したもの。

全ての会計の赤字や資
金不足を合算し、町全
体としての赤字の程度
を指標化したもの。

町の標準財政規模に対
して一般会計が将来負
担すべき実質的な負債
を指標化したもの。

≪水道事業≫

※標準財政規模とは…
　標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模
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令和４年第３回定例会

質問順番 質　問　事　項 質問議員

１
　１．災害時等の対策について
　２．移住定住化対策について
　３．史実の継承について

田中とよ子

２

　１．ロケーションサービス（フィルムコミッション）の開設について
　　（１）近隣事例の把握状況について
　　（２）当町における検討状況について
　２．防災無線による時報チャイムについて
　　（１）現状と住民の声及び近隣事例の把握状況について
　　（２）リニューアルの検討について

北村　昭彦

一般質問では、2 名の議員が登壇し、町政全般について現状
や方針を問いました。

各一般質問の詳細は☞ P ９～ 10

提出議案と審議結果
議案番号 件　　　　名 結　果

報告第１号
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく令和３年度健全化判断
　比率について

報　告

報告第２号
    地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく令和３年度資金不足
　比率について

報　告

議案第１号 　備品の取得について 可　決

議案第２号
　千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び千葉県
　市町村総合事務組合規約の一部改正に関する協議について

可　決

議案第３号 　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第４号 　御宿町営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第５号 　令和４年度御宿町水道事業会計補正予算（第１号） 可　決

議案第６号 　令和４年度御宿町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第７号 　令和４年度御宿町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第８号 　令和４年度御宿町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第９号 　令和４年度御宿町一般会計補正予算（第３号） 可　決

各議案の説明は☞ P11 ～ 12

一般質問
 ９月 14 日～ 15 日

議案番号 件　　　　名 結　果
議案第 10号 　令和３年度御宿町水道事業会計決算の認定について 認　定

議案第 11号 　令和３年度御宿町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議案第 12号 　令和３年度御宿町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議案第 13号 　令和３年度御宿町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議案第 14号 　令和３年度御宿町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定
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●
「
御
宿
町
史
」
の

　
　
　
　

編
纂
時
期
は

Ｑ
「
御
宿
町
史
」
が
編
集

さ
れ
て
か
ら
約
30
年

が
経
過
し
て
い
る
。
過
去
の

資
料
保
存
や
当
時
を
知
る

人
々
の
生
の
声
を
聞
く
チ
ャ

ン
ス
が
徐
々
に
減
少
し
て
き

て
い
る
。
史
実
を
継
承
し
て

い
く
た
め
に
も
、
早
期
に
町

史
編
纂
に
取
り
か
か
る
べ
き

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
町
史
編
纂
に
は
多
く

の
労
力
と
時
間
、
膨

大
な
資
料
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
伴
い
、
記
録
保
存
に
つ
い

て
も
デ
ー
タ
化
を
併
せ
て
検

討
し
な
が
ら
編
纂
に
ふ
さ
わ

し
い
一
定
量
の
デ
ー
タ
や
資

料
が
蓄
積
さ
れ
た
段
階
で
、

編
纂
事
業
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
経
験
を
重
ね

た
人
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う

こ
と
は
、
時
限
的
な
一
定
の

限
界
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

短
い
期
間
で
の
検
討
を
し
た

い
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

業
、
高
校
や
大
学
等
へ
の
入

学
準
備
金
給
付
制
度
、
海
外

留
学
助
成
事
業
な
ど
が
あ

る
。

　

第
５
次
御
宿
町
総
合
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
子
育

て
世
代
の
方
々
か
ら
は
、
町

の
子
育
て
施
策
は
何
が
あ
る

の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
の

意
見
が
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
が
足
り

な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
ま

ず
は
町
民
の
方
に
こ
れ
ら
の

施
策
を
知
っ
て
、
活
用
し
て

も
ら
っ
て
、
御
宿
町
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
こ
と
を
実
感
で

き
れ
ば
、
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
町

外
や
県
外
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
御
宿
町
を
移
住
先
に
選

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
し
て
、
若

者
、
子
育
て
世
代
の
移
住
希

望
者
や
地
元
住
民
が
求
め
て

い
る
も
の
は
何
な
の
か
、
そ

う
し
た
声
を
し
っ
か
り
と
検

証
し
、御
宿
町
に
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

企
画
財
政
課
長
）

な
ど
、
幅
広
い
確
保
対
策
を

同
時
に
行
い
な
が
ら
改
善
し

て
い
く
べ
き
課
題
と
捉
え
て

お
り
、
消
防
力
の
強
化
に
努

め
た
い
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

●
移
住
定
住
化
対
策
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

Ｑ
移
住
定
住
化
対
策
に

必
要
な
御
宿
町
特
有

の
施
策
が
あ
る
の
か
。

　

今
御
宿
に
住
ん
で
い
る
人

が
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と

を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り

対
策（
住
宅
、
子
育
て
、
教

育
、
勤
務
地
な
ど
）
は
、
移

住
定
住
問
題
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
人
口
流
出
問
題
の
対

策
と
し
て
も
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
子
育
て
世
代
の
方
々

が
、
御
宿
町
を
移
住

先
と
し
て
選
ん
で
住
み
続
け

て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
と

し
て
、プ
レ
マ
マ
相
談
事
業
、

小
中
学
校
入
学
準
備
費
用
補

助
事
業
、
小
中
学
校
修
学
旅

行
費
用
助
成
事
業
、
高
校
生

通
学
定
期
券
購
入
費
補
助
事

●
消
防
団
員
の
加
入
に

　
　
　
　
　
　

女
性
を

Ｑ
消
防
団
員
に
女
性
の

加
入
を
促
進
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
町
の
人
口
の

男
女
比
率
は
大
き
な
差
が
な

く
、
有
事
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。「
御
宿
町

消
防
団
活
性
化
計
画
」で
は
、

団
員
の
確
保
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、「
御
宿
町
男
女

共
同
参
画
計
画
」
で
は
、
防

災
の
担
い
手
と
し
て
女
性
の

位
置
づ
け
を
う
た
い
、
消
防

や
防
災
活
動
に
お
け
る
女
性

の
活
動
の
促
進
を
目
指
す
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
町

の
計
画
に
お
け
る
整
合
性
を

図
っ
た
行
政
運
営
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
以
前
に
広
報
誌
に
掲

載
し
て
、
女
性
団
員

の
確
保
に
つ
い
て
実
施
し
た

が
、
現
時
点
で
は
在
団
さ
れ

て
い
る
団
員
は
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
町
は
、
退
職
消
防

団
員
で
構
成
す
る
機
能
別
消

防
団
を
優
先
し
て
検
討
を
進

め
る
が
、
女
性
団
員
の
確
保

●
御
宿
ゆ
か
り
の
歌
や

　
　
　

踊
り
の
継
承
は

Ｑ
時
代
に
合
わ
せ
て
作

詞
作
曲
さ
れ
た
御
宿

町
独
自
の
歌
や
踊
り
が
消
滅

に
近
い
状
況
に
あ
る
。
作
品

の
継
承
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
く
の
か
。

Ａ
御
宿
ブ
ル
ー
ス
、
回

想
譜
、
房
州
御
宿
音

頭
、
御
宿
囃
子
、
月
の
沙
漠
、

あ
の
日
を
忘
れ
な
い
な
ど
、

そ
の
時
代
に
、
風
潮
に
合
わ

せ
て
作
ら
れ
て
き
た
。
御
宿

で
生
ま
れ
、
あ
る
時
代
を
画

し
て
き
た
歌
を
し
っ
か
り
と

保
存
し
て
、
ま
た
親
し
む
こ

と
は
大
事
で
あ
る
。
皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
歌
を
披
露
で
き
る
機
会
を

見
つ
け
、
い
ま
一
度
見
詰
め

直
す
機
会
づ
く
り
を
試
み
て

い
き
た
い
。
作
品
の
デ
ー
タ

管
理
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

と
保
存
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 

一般質問

「住んでよかった」を実感できる施策は

町長 ―  様々な施策を周知し活用してもらう

田中 とよ子  議 員
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る
。
こ
の
曲
は
町
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
曲
で
あ
る

が
、
ど
こ
と
な
く
物
悲
し
い

印
象
を
受
け
る
た
め
、
朝
や

昼
だ
け
は
別
の
曲
を
流
す
、

あ
る
い
は
同
じ「
月
の
沙
漠
」

を
少
し
ア
レ
ン
ジ
し
て
流
し

て
は
ど
う
か
、
な
ど
の
声
を

よ
く
聞
く
。

　

ま
ず
は
、
そ
う
い
っ
た
住

民
の
声
、
お
よ
び
近
隣
の
事

例
に
つ
い
て
、
町
で
は
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
現
時
点
で
は
住
民
か

ら
の
要
望
等
に
つ
い
て

は
届
い
て
い
な
い
。
こ
の
曲

は
落
ち
着
く
か
ら
い
い
と
い

う
ご
意
見
は
頂
い
て
い
る
。

　

近
隣
事
例
と
し
て
は
、
勝

浦
市
で
は
朝
昼
夕
そ
れ
ぞ
れ

３
種
類
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流

し
て
い
る
。
い
す
み
市
の
旧

大
原
町
は
３
ヶ
月
お
き
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
変
え
て
い
る
ほ

か
、
旧
岬
町
、
旧
夷
隅
町
で

は
、
朝
昼
の
み
時
報
を
鳴
ら

し
て
い
る
。
大
多
喜
町
で
は

夕
方
だ
け
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流

し
、
朝
と
昼
に
つ
い
て
は
時

報
の
み
を
流
し
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

　

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

等
の
組
織
の
開
設
に
つ
い
て

は
、
観
光
協
会
、
商
工
会
な

ど
関
係
団
体
等
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
こ
の
組
織
が
も
た
ら

す
の
は
経
済
効
果
や

町
の
Ｐ
Ｒ
効
果
だ
け
で
な
く
、

地
元
に
明
る
い
話
題
を
提
供

し
郷
土
愛
を
育
む
、
と
い
う

効
果
も
大
き
い
。
少
な
い
予

算
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

町
長
の
お
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ
素
晴
ら
し
い
ご
提
言

を
い
た
だ
い
た
の
で
、

ま
ず
は
産
業
観
光
課
を
中
心

と
し
た
内
部
で
検
討
し
、
協

議
し
て
、
さ
ら
に
は
観
光
協

会
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
防
災
無
線
の
時
報

チ
ャ
イ
ム
に
つ
い
て

Ｑ
防
災
無
線
に
よ
る
時

報
チ
ャ
イ
ム
は
、
毎

日
３
回
、
童
謡「
月
の
沙
漠
」

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
い

協
会
に
専
門
職
員
を
配
置

し
、
商
工
会
、
漁
協
等
の
団

体
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

連
携
し
な
が
ら
、
撮
影
許
可

等
の
地
元
の
交
渉
、
撮
影
ス

タ
ッ
フ
の
宿
泊
施
設
の
紹
介

な
ど
各
種
協
力
要
請
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
現
状
、
当
町
で
は
ど

の
よ
う
に
撮
影
の
受

入
れ
を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
等
の
組
織
を
開
設

し
て
、
よ
り
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

Ａ
現
状
で
は
産
業
観
光

課
が
撮
影
の
窓
口
と

な
り
、
庁
舎
内
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
漁
協
な
ど
と
連

携
を
図
り
、
施
設
利
用
や
撮

影
調
整
な
ど
各
種
協
力
要
請

等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

●
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
の
設
置
効

果
は
大
き
い

Ｑ
近
年
、
多
く
の
自
治

体
で
は
、
映
像
作
品

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の「
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
等

の
組
織
が
設
立
さ
れ
、
地
域

の
活
性
化
に
様
々
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

　

当
町
は
自
然
、
歴
史
、
文

化
な
ど
様
々
な
特
色
を
持
っ

て
お
り
、
か
ね
て
よ
り
ロ
ケ

地
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
は
高

い
。
こ
う
い
っ
た
組
織
を
立

ち
上
げ
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
更
な
る
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

　

ま
ず
は
町
と
し
て
、
近
隣

自
治
体
の
取
り
組
み
状
況
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
い
す
み
市
で
は「
い
す

み
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
」
を
設
置
し
、
商
工

会
、
観
光
協
会
等
が
連
携
し

て
ロ
ケ
誘
致
及
び
撮
影
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
勝
浦
市

で
は「
勝
浦
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
を
設
置
。
観
光

Ｑ
音
楽
は
心
に
直
接
届

き
、
明
る
い
気
持
ち

に
さ
せ
た
り
、
集
中
力
を
高

め
た
り
と
様
々
な
効
果
が
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
プ
ラ
ス
の

効
果
を
期
待
で
き
る
よ
う
な

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
こ
と
も

含
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検

討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ
私
自
身
と
し
て
は
、

現
状
の
曲
が
非
常
に

馴
染
む
と
い
う
か
心
に
ピ
ッ

タ
リ
と
収
ま
っ
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
と
い
う
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
同
じ「
月
の
沙
漠
」
で

も
、
朝
と
昼
は
曲
調

を
少
し
ア
レ
ン
ジ
し
て
流
す

と
い
う
考
え
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

Ａ
そ
こ
ま
で
は
考
え
が

及
ん
で
い
な
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 

一般質問
北村 昭彦  議 員

町長 ―  庁舎内で協議し、観光協会も含めて検討したい

ロケーションサービスを
設置する考えはあるか
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補正予算
浄水場などの電気代値上げ等に伴う
増額〈水道事業会計〉（議案第５号）

　御宿町水道事業会計において、人事異動に伴う人

件費の調整と、単価の上昇に伴う電気代の増額をす

るため第３条「収益的支出」を 376 万２千円増額

するものです。

協　議
組合の組織団体に四市複合事務組合
 を追加（議案第２号）

　船橋市・習志野市・八千代市・鎌ヶ谷市で構成さ

れた四市複合事務組合より、公平委員会に関する事

務を令和５年４月１日から共同処理したい旨の依頼

があったことから、千葉県市町村総合事務組合規約

の変更に関する協議を行うものです。

備品の取得
教育用タブレットを購入（議案第１号）

　御宿小中学校教育用タブレット PC 等の備品の取

得について審議するものです。

【契約金額】21,780,000 円

【契約の相手方】株式会社内田洋行

【全員賛成で可決】

提出議案

【全員賛成で可決】

条例改正
職員の育児休業を取得しやすい
環境へ（議案第３号）

　地方公務員の育児休業等に関して、育児休業の取

得要件の緩和及び育児休業を取得しやすい勤務環境

の整備に関する措置を講ずるため、職員の育児休業

等に関する条例の改正を行うものです。

【全員賛成で可決】

岩和田団地を廃止し取り壊しへ
（議案第４号）

　町営住宅岩和田団地用地として御宿岩和田漁業協

同組合から借用していた土地の返還依頼があったこ

とから、団地を廃止し取り壊すため、御宿町営住宅

設置管理条例の一部を改正するものです。

【全員賛成で可決】

【全員賛成で可決】

システム改修費等に伴う増額
〈国民健康保険特別会計〉（議案第６号）

　歳入歳出それぞれ７万円を追加し、補正後の予算

総額を歳入歳出それぞれ 11 億 2,910 万１千円とす

るものです。

　主な内容は、人事異動に伴う職員給与等の減額及

び法改正対応に伴う各種システムの改修費を増額

するものです。

【全員賛成で可決】
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補正予算

コロナ対策を中心とした予算の増額
〈一般会計〉（議案第９号）

　歳入歳出それぞれ２億 9,492 万８千円を追加し、
補正後の予算総額を歳入歳出それぞれ 39 億 8,038
万９千円とするものです。
　主な内容は、新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金のコロナ禍における原油価格・物価
高騰対応分を活用した生活支援及び地域経済の活
性化対策として町民応援商品券発行事業や、ワクチ
ン接種会場の環境改善対策として空気循環機の購
入、コンビニ交付システム導入をはじめとした急速
に進む個人番号制度のオンライン活用及びデジタ
ル化への対応、岩和田団地解体工事等です。

【全員賛成で可決】

保険料還付金の増に伴う増額
〈後期高齢者医療特別会計〉（議案第７号）

　歳入歳出それぞれ 50 万円を追加し、補正後の予
算総額を歳入歳出それぞれ１億 8,045 万３千円と
するものです。
　主な内容は、保険料還付金の増額です。

【全員賛成で可決】

介護給付費等の実績に伴う増額
〈介護保険特別会計〉（議案第８号）

　歳入歳出それぞれ 4,468 万３千円を追加し、補
正後の予算総額を歳入歳出それぞれ 11 億 1,323
万円とするものです。 
　主な内容は、令和３年度における介護給付費等の
実績に伴い、国・県・支払基金への返還並びに一般
会計への精算繰出について補正を行うものです。

【全員賛成で可決】

≪一般会計補正予算に対する質疑応答≫
※一部を掲載します。

留保財源はいくらか

 Q　今後の留保財源の残額はどのくらいか。
 A　繰越金は約１億円残っている。今後の補正
の財源として繰り入れていくことになる。 

ミス防止の強化を
 Q　町税過誤納の発覚後にミスが常態化してい
るが、どのように打開していくのか町長の考えを
伺う。

 A　今後チェック体制あるいはマニュアルを作
成し、課内でお互いに点検しながらやっていく方
針でいる。

旧御宿保育所の取り扱いは

 Q　樹木伐採委託において、統合された旧御宿
保育所は今後土地や建物の取り扱いをどうするの
か。

 A　旧御宿保育所は現在使用されておらず、今
後の方針は決めていない。

岩和田海岸のガス灯の撤去方法は

 Q　岩和田海岸のガス灯は何十年もほとんど使
用していない。簡単な撤去の方法でやむを得ない
のか。

 A　約 20 年経過し、老朽化が著しい。撤去は１本
ずつ根元から切断し安全対策に配慮しながら対応し
ていく。

▲旧御宿保育所
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					20日　ビーチバレームーンカップ in御宿

22日　御宿町・中央国際高等学校連絡協議会

23日　例月出納検査

25日　エレベーター設置整備事業等促進協議会

26日　国保国吉病院組合出納検査

　　　教育施設検討委員会

29日　議員協議会（第９回）

議会議員活動情報 町議会議員の出席した会議や行事などを
紹介します。

（令和４年８月～ 11月）

８月 	

					  4日　議会だより編集委員会

  6日　布施学校組合議会定例会

12日　議員協議会（第10回）

19日　例月出納検査

　　　 議会だより編集委員会

　　　 教育施設検討委員会

24日　千葉県後期高齢者医療広域連合議会

　　　 （議会運営委員会・全員協議会 )

26日　国保国吉病院組合出納検査

27日　中央国際高等学校現場視察

10月

	

					  1日　産業建設委員会協議会（第３回）
  2日　総合計画策定委員会
  7日　議会運営委員会
14日　第３回定例会（日程第１号）
15日　第３回定例会（日程第２号）
20日　町村議会広報研修会

21日　例月出納検査

27日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合

　　　定例会・出納検査

　　　国保国吉病院組合出納検査

９月

第４回定例会　開会予定日

１２月１３日（火）

	

					  2日　夷隅環境衛生組合議会定例会
　　　議会だより編集委員会
  7日　国保国吉病院組合議会定例会
  8日　千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会
  9日　町村議会議長全国大会
　　　夷隅郡町村議会議長会常会
11日　議員協議会（第11回）/議員定数検討委員会
14日　教育民生委員会委員学校訪問
15日　栃木県日光市議会議員視察
16日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合負担金
　　　審議特別委員会
　　　山形県川西町議会議員視察

11月
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秋
も
深
ま
り
、
す
っ
か
り
日
足
が

短
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
者
数
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
規
制
緩
和
に
よ
る
人
の
動
き

も
活
発
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
皆
さ

ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
々
感
染
対

策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
決
算
を
中

心
に
質
疑
応
答
を
お
伝
え
し
て
お
り

ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
皆

さ
ん
に
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
野
　
暁
広

編
集
後
記

★町ホームページ（https://www.town.onjuku.chiba.jp/）では、議会情報や過去に発行
　された議会だより、会議録等がご覧いただけます。また、議会事務局でも閲覧がで
　きますので、ご連絡ください。　　　　　　　　御宿町議会事務局　℡　0470-68-2515

●発行 / 千葉県御宿町議会　●編集 / 議会だより編集委員会　●発行責任者 / 圡井　茂夫

　

～こうなったらいいな御宿～

議会だよりの表紙決定
　御宿町の未来が「こうなったらいいな」を
テーマに、高校生から絵やイラストを募集し
ました。
　高校生の部では、２名の方から応募があり
ました。
　次号は表紙を飾っていただく最後の機会で
す。引き続き皆さんの応募をお待ちしており
ます。

第３弾

【イラストへの想い】

森と海がつながっていることを

表しました。森が豊かになれば

海も豊かになります。

御宿町が自然にあふれ、きれい

な海で良い環境になることを

願って描きました。

佳 作

町 HP

一般の方から
絵・イラストを
募集します
詳細はこちら☞

　

中央国際高等学校 現場視察

 メロンの水耕栽培の様子を視察
　10 月 27 日に中央国際高等学校のスクーリングプログラ
ムで実習として使われる「メロン水耕栽培」施設を視察し
ました。
　従来実施されてきた農業体験プログラムに加え、今年度
から新たにメロン水耕栽培が実施されています。
　今後はスクーリング参加者の増加が見込まれることから、
農業用ビニールハウス２棟を追加し、舗装道の整備が行わ
れる予定です。

高
校
１
年
生

小
野
寺　

彦
天
さ
ん

◀学校のグラウンド内の一部に農業用ビニールハウス３棟があり、メロン
　水耕栽培の説明を受けました。


